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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期累計期間
第49期

第３四半期累計期間
第48期

会計期間
自平成27年７月１日
至平成28年３月31日

自平成28年７月１日
至平成29年３月31日

自平成27年７月１日
至平成28年６月30日

売上高 （百万円） 14,128 10,187 17,382

経常利益 （百万円） 746 689 817

四半期純利益 （百万円） 350 354 341

持分法を適用した場合の投資

利益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 5,445 5,445 5,445

発行済株式総数 （株） 7,265,212 7,265,212 7,265,212

純資産額 （百万円） 14,982 15,117 14,973

総資産額 （百万円） 20,038 20,282 19,196

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.81 49.38 47.56

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） 48.65 49.22 47.41

１株当たり配当額 （円） － － 50.00

自己資本比率 （％） 74.5 74.3 77.7

 

 
回次
 

第48期
第３四半期会計期間

第49期
第３四半期会計期間

 
会計期間
 

自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.88 27.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

           いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については重要な関係会社が存在しないため、記載しておりません。

 

 

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、持ち直し基調が鮮明になった米国経済、英国のＥＵ離脱問題

の影響が懸念されたものの緩やかに回復している欧州経済、そして成長ペースの鈍化に一服感がみられる中国経

済といった海外の経済環境の中で、全体として回復の動きに足踏みがみられる状況が続き、日米の金利政策の動

向に為替相場や資源価格が反応して、不安定な状況が続きましたが、米国大統領選挙後のトランプ効果で一気に

円安が進み、踊り場を脱して緩やかな回復の動きが出てきました。

このような経済環境の中、ガラス溶解装置向け白金製品、触媒向け化合物の受注が減少しましたが、各種電子

部品や電子デバイス、半導体の需要は底固く、スマートフォン向け製品を中心に受注が堅調に推移したほか、Ｈ

Ｄ向けのルテニウムターゲットの受注も持ち直してまいりました。その結果、当第３四半期累計期間において、

売上高10,187百万円（前年同四半期比27.9％減）、売上総利益2,141百万円（前年同四半期比6.6％減）、営業利

益646百万円（前年同四半期比14.9％減）、経常利益689百万円（前年同四半期比7.7％減）、四半期純利益354百

万円（前年同四半期比1.3％増）となりました。

　なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

①セグメント別の業績

[電子]

　ガラス溶解装置向け白金製品の受注が伸び悩み、スマートフォンなどのＳＡＷデバイス（必要な周波数信号を

取り出すデバイス）に使用されるリチウムタンタレート単結晶育成装置向けのイリジウムルツボの受注は、ほぼ

予算計画どおりではあるものの前年同四半期における旺盛な需要に比べ減少したことから、売上高4,225百万円

（前年同四半期比43.9％減）、売上総利益1,122百万円（前年同四半期比13.3％減）となりました。

[薄膜]

　スマートフォンなどのタッチパネル配線向け銀合金ターゲットの受注が堅調に推移する一方で、ＨＤ向けルテ

ニウムターゲット並びにＢＡＷデバイス（高周波信号を取り出すデバイス）向けターゲットの受注は、ほぼ予算

計画どおりではあるものの前年同四半期に比べ減少したことから、売上高3,484百万円（前年同四半期比1.0％

減）、売上総利益610百万円（前年同四半期比12.5％減）となりました。

[センサー]

　半導体製造装置メーカーや台湾の半導体メーカーからの受注が堅調に推移したものの、国内や米国の半導体

メーカーからの受注が鈍化し、売上高1,486百万円（前年同四半期比4.2％増）、売上総利益355百万円（前年同四

半期比21.0％減）となりました。

[その他]

　有機ＥＬ向け化合物など、貴金属化合物の受注が持ち直してきたものの、使用済み電極の回収精製が伸び悩ん

だことに加え、触媒材料の受注が低調だったことから、売上高991百万円（前年同四半期比39.9％減）、売上総利

益52百万円（前年同四半期比81.7％減）となりました。
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　　 (２）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は20,282百万円（前事業年度末比1,086百万円の増加）、負債は5,165百

万円（前事業年度末比942百万円の増加）、純資産は15,117百万円（前事業年度末比143百万円の増加）となりまし

た。

　　　①流動資産

　当第３四半期会計期間末における流動資産残高は11,511百万円となり、前事業年度末比1,390百万円増加いたし

ました。これは売掛金が712百万円、たな卸資産が626百万円増加したことが主な要因であります。

　　　②固定資産

　当第３四半期会計期間末における固定資産残高は8,771百万円となり、前事業年度末比304百万円減少いたしまし

た。これは有形固定資産が223百万円、繰延税金資産が76百万円減少したことが主な要因であります。

　　　③流動負債

　当第３四半期会計期間末における流動負債残高は2,809百万円となり、前事業年度末比822百万円増加いたしまし

た。これは短期借入金が300百万円、前受金が210百万円、買掛金が170百万円増加したことが主な要因でありま

す。

　　　④固定負債

　当第３四半期会計期間末における固定負債残高は2,356百万円となり、前事業年度末比120百万円増加いたしまし

た。これは長期借入金が95百万円増加したことが主な要因であります。

　　　⑤純資産

　当第３四半期会計期間末における純資産残高は15,117百万円となり、前事業年度末比143百万円増加いたしまし

た。これは利益剰余金が133百万円増加したことが主な要因であります。

 

　　 (３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　 (４）研究開発活動

　　　　　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は319百万円であります。

　　　　　また、当第３四半期累計期間における研究開発活動において重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,671,520

計 16,671,520

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

　 普通株式 7,265,212 7,265,212

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,265,212 7,265,212 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年１月１日～　

平成29年３月31日
－ 7,265,212 － 5,445 － 5,414

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　    85,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 7,178,300 71,783 －

単元未満株式 普通株式　     1,412 － －

発行済株式総数 7,265,212 － －

総株主の議決権 － 71,783 －

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社フルヤ金属
東京都豊島区南大塚二丁

目37番５号
85,500 － 85,500 1.18

計 － 85,500 － 85,500 1.18

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員
 

役名 職名 氏 名 退任年月日

取締役 地金部長    河又　隆    平成28年10月31日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　　男性10名　　女性１名（役員のうち女性の比率9.1％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年１月１日から平成29

年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年７月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　1.38％

　　売上高基準　　　　6.08％

　　利益基準　　　　 11.73％

　　利益剰余金基準 △0.30％

　　　　※　売上高基準、利益基準が一時的な要因で高くなっておりますが、重要性はないものと認識しております。

EDINET提出書類

株式会社フルヤ金属(E02485)

四半期報告書

 8/17



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成28年６月30日)
当第３四半期会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,027 977

受取手形 130 111

売掛金 1,776 2,488

商品及び製品 490 317

仕掛品 624 1,182

原材料及び貯蔵品 5,572 5,813

前払費用 60 67

繰延税金資産 140 185

関係会社短期貸付金 90 91

未収消費税等 173 250

その他 32 23

流動資産合計 10,120 11,511

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,343 2,267

構築物（純額） 45 50

機械及び装置（純額） 3,621 3,484

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 30 39

土地 1,612 1,612

リース資産（純額） 41 40

建設仮勘定 76 53

有形固定資産合計 7,770 7,547

無形固定資産 83 72

投資その他の資産   

投資有価証券 6 19

関係会社株式 68 59

保険積立金 31 35

長期前払費用 6 4

繰延税金資産 1,054 977

その他 55 55

投資その他の資産合計 ※ 1,221 ※ 1,151

固定資産合計 9,076 8,771

資産合計 19,196 20,282
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成28年６月30日)
当第３四半期会計期間
(平成29年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 329 499

短期借入金 － 300

1年内返済予定の長期借入金 960 970

リース債務 13 12

未払金 258 371

未払法人税等 68 185

賞与引当金 186 92

役員賞与引当金 18 －

設備関係未払金 15 16

前受金 40 250

その他 96 109

流動負債合計 1,986 2,809

固定負債   

長期借入金 1,385 1,480

リース債務 31 30

長期未払金 405 405

退職給付引当金 393 420

資産除去債務 15 16

その他 4 4

固定負債合計 2,235 2,356

負債合計 4,222 5,165

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,445 5,445

資本剰余金 5,414 5,414

利益剰余金 4,327 4,461

自己株式 △263 △258

株主資本合計 14,924 15,062

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1 2

評価・換算差額等合計 △1 2

新株予約権 51 52

純資産合計 14,973 15,117

負債純資産合計 19,196 20,282
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成28年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 14,128 10,187

売上原価 ※ 11,835 8,046

売上総利益 2,292 2,141

販売費及び一般管理費 1,532 1,495

営業利益 759 646

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 0 0

デリバティブ評価益 2 0

為替差益 － 29

助成金収入 53 24

雑収入 8 7

営業外収益合計 65 64

営業外費用   

支払利息 36 21

為替差損 41 －

雑損失 － 0

営業外費用合計 78 21

経常利益 746 689

特別利益   

受取保険金 － 1

特別利益合計 － 1

特別損失   

固定資産除却損 9 1

特別損失合計 9 1

税引前四半期純利益 737 689

法人税、住民税及び事業税 52 163

法人税等調整額 334 172

四半期純利益 350 354
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下

「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する会計処理

の方法の一部を見直しております。

　回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(３)①から③に該当する定めを適用した場合の繰延

税金資産及び繰延税金負債の額と、前事業年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金及び評価・換算差額等に加算しております。

　この結果、第１四半期会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が139百万円、利益剰余金が

139百万円増加しております。

 

 

（会計上の見積りの変更）

　　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

（追加情報）

   該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成28年６月30日）
当第３四半期会計期間
（平成29年３月31日）

投資その他の資産 2百万円 2百万円

 

（四半期損益計算書関係）

　　　　※　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれ

　ております。

 
　前第３四半期累計期間
（自 平成27年７月１日
　　至 平成28年３月31日）

　当第３四半期累計期間
（自 平成28年７月１日
　　至 平成29年３月31日）

たな卸資産評価損 435百万円 －百万円
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成27年７月１日
至 平成28年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成29年３月31日）

減価償却費 421百万円 382百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成27年７月１日　至平成28年３月31日）

　　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月28日

定時株主総会
 普通株式 358 50 平成27年６月30日 平成27年９月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成28年７月１日　至平成29年３月31日）

　　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月28日

定時株主総会
 普通株式 358 50 平成28年６月30日 平成28年９月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年７月１日　至　平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 電子 薄膜 センサー その他

売上高      

外部顧客への売上高 7,531 3,519 1,426 1,651 14,128

セグメント利益 1,294 697 450 284 2,728

（注）セグメント利益の合計額は、たな卸資産評価減前の売上総利益であり、当第３四半期累計期間損益計

算書の売上総利益と一致しておりません。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利　　益 金　　額

報告セグメント計 2,728

たな卸資産評価減 △435

四半期財務諸表の売上総利益 2,292

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年７月１日　至　平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 電子 薄膜 センサー その他

売上高      

外部顧客への売上高 4,225 3,484 1,486 991 10,187

セグメント利益 1,122 610 355 52 2,141

（注）セグメント利益の合計額は、たな卸資産評価減前の売上総利益であり、当第３四半期累計期間損益計

算書の売上総利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成28年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成29年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 48円81銭 49円38銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 350 354

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 350 354

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,265 7,265

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 48円65銭 49円22銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 24 23

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年５月５日

株式会社フルヤ金属

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 桐川　聡　　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　浩巳　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フルヤ

金属の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの第49期事業年度の第３四半期会計期間（平成29年１月１日から平成

29年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年７月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フルヤ金属の平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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